
故・森田名誉会長に３度目の紺綬褒章  
 犯罪被害者子弟に私財から多額の学費援助を続けた功績に 
  
ＣＳＰの創業者で昨年４月逝去した森田健三名誉会長に小泉内閣総理大臣名の紺綬褒章が

贈られました。  
 犯罪被害者の子弟に学費を援助している財団法人・犯罪被害救援基金(東京都港区虎の門)
に、生前私財から１千万円を寄付したことに対するものです。同基金での伝達式では森田

名誉会長の二人のお嬢さんに、鈴木善晴常務理事から褒状が贈られました。  
 森田名誉会長は昭和 61年と平成元年にも受章しており、３回目の受章です。  
 「不幸にして保護者を亡くした前途有望な青少年の一助になれば…」との森田名誉会長
からの寄付は計５回を数えました。  

 

 
 

 
｢名誉会長に代わって褒状を受ける長女伸子さん(左)、次女優子さん｣ 


